




研究目的 

新生児医療の進歩および NICUの全国的な普及に伴い,従来では生存の望めなかった超未熟

児や重症新生児が生存するようになった。それらの生存児の予後のみならず新生児全体の

予後は医療の進歩にともない改善しているが,その恩恵を受ける児の対象が広がったため,

急性期を過ぎても退院できずNICU に留まる児が問題となってきた。それらの,長期に渡っ

て医療・看護を必要とする児のより良い医療として,1)発育発達の段階である児は可能な限

り家庭でcareされるべきであり,また2)NICUのより有効な利用という医療資源活用の観点

から,NICU 退院児を対象としたホームケアシステムが時代の必然として考えられるように

なった。本研究は,NICU の長期入院児および障害を有して退院する児の実態を調査し,本邦

に於ける望ましいシステムとは何かを検討し,その基本構想を提言することを目的とした。 


